
 

 

 

 

2023年 2月 7日 

大阪ガス株式会社 

大阪ガス都市開発株式会社 

 

大阪ガス株式会社（社長：藤原 正隆）、大阪ガス都市開発株式会社（社長：友田 泰弘）

は、2022年 4月 26日、6月 15日に発表※のとおり、大阪ガスビルディング（以下「ガス

ビル」）のリノベーションと、ガスビル西側の当社グループ社有地（以下「西用地」）で

の複合ビル（以下「ガスビル西館」）の開発について検討を進めてまいりました。 

本日、本計画案に係る都市計画案が、大阪府の都市計画審議会におきまして、都市再

生特別措置法に定める都市再生特別地区として審議・可決され、都市計画決定される見

込みとなりましたので、お知らせいたします。 

 本計画案の着実な実行を通じ、さらなる御堂筋周辺地域の活性化に貢献してまいりま

す。 

 

※ 2022 年 4 月 26 日発表：ガスビル西側での複合ビル開発とガスビルのリノベーションの検討開始について 

（https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2022/1306111_49634.html） 

2022 年 6 月 15 日発表：「ガスビル保存検討委員会」検討状況について～ガスビルの歴史的価値の継承と活用の基

本的な方向性について～ 

（https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2022/1307796_49634.html） 

 

        
完成イメージパース 

（現時点の予想図であり、今後変更となる可能性があります） 
ガスビル西館のデザインコンセプト等は別紙をご参照ください 

 

ガスビル西側での複合ビル開発とガスビルのリノベーションについて 

（「平野町四丁目地区」計画案の概要お知らせ） 

 

 

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2022/1306111_49634.html
https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2022/1307796_49634.html


１．本計画案の概要 

  

本計画案は、都市再生特別地区制度により、ガスビル敷地と西用地との間にある市道

（御霊筋）の道路上空を活用し、両敷地の一体的利用を図るものです。また、歴史的建

築物であるガスビルの保存を中心とした都市再生への貢献による容積率の緩和を受け、

敷地全体の高度利用を図ります。 

1～2階には商業施設を誘致し、周辺地域にさらなるにぎわいをもたらすとともに、上

層階にはオフィスを整備し、高度な業務機能の集積とにぎわいの調和するビジネスゾー

ンの形成を進めてまいります。 

 また、カーボンニュートラルビルの実現と、ガスビル・ガスビル西館および周辺地域

のレジリエンス向上に向けた取組みを行ってまいります。 

 

 

位置図 

 

 

 

ガスビル・ガスビル西館の用途構成 

 

 



（１）ガスビルの保存とリノベーション 

 ガスビルは南館（1933年竣工・登録有形文化財）と北館（1966年竣工）で構成さ

れ、両館一体となった特徴的な外観を形成し、御堂筋のランドマークとして親しまれて

います。この外観について、3面（東側・北側・南側）すべてと西側の一部（外観全体

面積の約 85％）を保存します。また、竣工当時の趣を残す玄関やエレベーターホール

をはじめ、建物全体の床面積の約 85％を保存し、活用します。 

 耐震性向上のため一部を減築し、開放的なアトリウム空間として再生します。また、

ガスビルの御堂筋側に新たなメインエントランスを設け、アトリウムからガスビル西館

までつながる人の流れとにぎわいを創出します。 

ガスビルは、現在の自社オフィス用途から用途拡大し、にぎわい施設や歴史的建築物

の趣を残したオフィスとして整備します。 

 

 
ガスビルのアトリウムイメージ 

(現時点の予想図であり、今後変更となる可能性があります) 

 

（２）イノベーション拠点の整備 

ガスビル・ガスビル西館および道路上空利用部の 3階に、ワンフロアでつながるイノ

ベーション拠点を整備します。 

ガスビルにはコワーキングスペースやシェアオフィスなどを設け、ガスビル西館には

多目的大ホールを整備し、利用者の動線が交わる道路上空利用部分にイノベーションス

クエアを整備します。運営には Daigas グループのオープンイノベーションや大阪ガス

都市開発の 100%子会社である京都リサーチパークのスタートアップ支援などのノウハ

ウの活用を予定しており、多様な人材の交流を促すことで、イノベーション創出を図り

ます。 

 

 

（３）レジリエンス、環境への取組み 

 高効率分散型システムであるガスコージェネレーションシステムを採用し、エネルギ

ーの高度利用を図るとともに、耐震性の高い中圧導管によりガスを供給することで災害

時にも電力・熱の供給継続を可能とします。また、ガスビル西館は上町断層帯地震や南

海トラフ地震（震度 7クラス）を想定した耐震強度を確保し、Daigas グループの災害

対策機能を強化するともに、ビル全体のレジリエンスも強化します。 

 



近隣施設に対しても、平常時は空調用の熱を融通し、災害時には電力を融通すること

を検討し、周辺エリアでのエネルギー高度利用およびレジリエンス強化を目指します。

さらに、災害時にはガスビル西館の大ホールを帰宅困難者の退避施設として開放しま

す。 

また、環境への取組みとして、高効率省エネルギー設備、太陽光発電システムなどの

再生可能エネルギー設備の導入、非化石証書やカーボン・クレジットの活用などによ

り、ガスビルとガスビル西館を合せたビル全体でのカーボンニュートラルの実現を目指

します。 

 

 

２．施設計画案の概要 

 

 ガスビル西館（新築） ガスビル（改修） 

所 在 地 大阪市中央区平野町四丁目 1 番 2 号 

敷 地 面 積 約 10,370 ㎡ 

延 床 面 積 約 136,000 ㎡ 

容 積 率 約 1,200％ 

高 さ 約 150m 

階 数 33 階建 8 階建 

主 な 用 途 オフィス、商業施設 オフィス、商業施設 

構 造 鉄骨造 

（一部鉄骨鉄筋コンクリート造） 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

竣 工 時 期 2027 年頃 2031 年頃 

現時点での計画であり、今後の行政、関係先との協議などにより変更となる可能性がありま

す。 

 

以上 

 

 

 

 

■報道関係の方のお問い合わせ先： 

 大阪ガス株式会社 広報部報道チーム   ：電話 06(6205)4515 



別紙 補足資料

1.ガスビル西館のデザインコンセプト 2.完成予想図（本紙掲載図の別角度より）

道路上空利用部分のイメージ（南より）

北東より

• 御堂筋と共に歩んだガスビルのレガシーを継承し、御堂筋に新たな風格とにぎわいの
ある都市景観を創造します

• 高層部は、遠景からもガスビルとして認識されるように、ガスビルの特徴的な要素
（白と黒の対比、庇と付け柱により水平と垂直を強調したデザイン、コーナー部分の
曲面）を取り入れます

• 低層部（基壇部）は、ガスビルとスカイラインの高さやデザインを調和させることで、
ガスビルとの一体感を創出します

• 庇により空調負荷を低減し、省エネルギーに寄与します。また、庇上部を緑化するこ
とで、自然との調和を図り、生物多様性等に寄与します

【低層部】スカイラインやデザインをガスビルと調和

【高層部】ガスビル外観の特徴を継承

外装を緑化し自然環境と調和

ガスビル西館のデザインコンセプト（パースは南より）

※本資料に掲載している図は、現時点の予想図であり、今後変更となる可能性があります


